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はじめに 

 降雪・積雪による交通障害・災害等の問題に対して防災効果を高め

るためには正確な降水量および災害によっては降水種の情報が必要

となる．一般に地上降水量の測定には転倒ます雨量計などの円筒型の

雨量計を用いた手法が主流であるが固体粒子観測においては風の影

響を受けやすく，捕捉率の低下に伴う降水量誤差が発生することが知

られる．本研究で対象としている光学センサーを用いた固体降水測定

器（以下「本測器」）は上記の問題を解決するために開発されている．

しかし，円筒状とは異なるものの，降水粒子が風向風速の影響受け，

観測領域への入り方が無風と異なることにより，計測値も同様に異な

る可能性が考えられる．本研究では，本測器の測定結果に対する風の

影響を検証する目的で観測を行った． 

実験方法 

本観測では，風の影響を調査するために，設置地点とする防災科学

技術研究所雪氷防災研究センターの露場の風向風速解析を行った．

2017年 12月～2018年 2月の風向風速データ，DFIR内の Geonor降水

量，気温データを用いた．降雪期間は Geonor降水量を 10分間降水量

に変換した後，1℃以下の気温で，0.5mm/10min 以上の降水のある期

間とし，1分に引き伸ばした上で，対応する 1分毎の風向風速の統計

を求めた．これを図 1 に示す．図 1 から設置地点の主風向を南西と

し，①主風向に対して正面，②主風向に対して直角（北西向き）で 2

台設置し，互いに比較するため校正を厳密に行った．また，③防風ネ

ット内にも本測器を 1台設置した．設置状況を図 2に示す．なお、本

観測では主風向である南西の風の他に，頻度が高い南南西・西南西・

西も対象とした．これにより，観測対象とした方角から検証可能と考

えられる，本測器に対する風の入射角度を図 3に示す． 

 

 

図 1 2018年 1月の風向頻度分布 

なお，これは左右対称と仮定している．以上の条件で，2018年 12月

～2019年 3月の期間を対象に観測を行った． 

結果 

2019 年 1 月における風向頻度分布を図 4 に示す．図 3 と異なり，

すべて 1分毎のデータに基づいている．実際には田村式降雪強度計に

おいて降水が計測されており，気温が 1℃以下である期間を降雪期間

とし，1分間の風向風速データの統計を取ったものである．南南西の

データは少ないももの，想定された角度からの風があることがわかっ

たため、今後は観測データの解析を行い，風向風速による影響を検証

する予定である．  

 

図 2 本測器の設置状況 

 

図 3 観測対象の角度 

 

図 4 2019年 1月の風向頻度分布 
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